
「皇室典範特別法案に対する付帯決議」に関する有識者ヒアリングにおける論述要旨（配布資料） 

（京都産業大学名誉教授）所  功 

はじめに―管見の要点― 

皇室制度の問題について、私は平成十七年・二十四年・二十八年の各有識者会議ヒアリングで管見を述

べさせて頂いた。ただ、今回も限られた時間しかないため、あらかじめ管見の要点を列挙する。 

(イ)安定的な皇位継承に関する対策

現行：「皇統に属する男系の男子」に資格を限定する。

改善：男系の男子を優先し、男系の女子まで容認しておく。

(ロ)皇族女子の在り方に関する対策

現行：一般男性との婚姻により皇籍を離れる。

改善：男子不在の内廷と宮家の相続も可能として公務分担を続ける。

(ハ)婚姻後の元皇族女子に関する対策

現行：一般国民でも元皇族として品位を保つ。

改善：天皇・皇族の公務を内廷の職員として補佐できるようにする。

(ニ)元宮家の男系男子に関する対策

現行：一般国民として生まれ育ち自由に生きている。

改善：もし適任者があれば男子のない宮家の養子とすることも検討する。

(ホ)改善策の実現方法に関する試案

有識者会議の検討報告に基づき改善策を実現するには、皇室典範の

原則を残しながら特例法で補正措置をとれるようにする。

これらの管見を中心にして、先日お知らせ頂いた「聴取項目」の各問ごとに、以下説明する。 

問１ 天皇の役割や活動についてどのように考えるか。 

答１ 現在（および近未来）の天皇については、現行の「日本国憲法」が、重要な第一章に「天皇」を掲

げ、第一条に「日本国の象徴」（日本国の代表的存在）であると共に「日本国民統合の象徴」（全国民の

統合を表わす中心的存在）である、と言う至高の位置づけと重大な役割を定めている。 

従って「象徴」天皇は、そのような役割を果たすため、㋑日本国を代表して憲法に記されている「国

事行為」を行うと共に、㋺国民統合にふさわしいことを「公的行為」として務めるのみならず、㋩国家・

国民のために祈られる「祭祀行為」など、多様な活動を誠実に実践されている。しかも、憲法の第二条

に「皇位は世襲のもの」と定められ、その役割と活動が代々の天皇に受け継がれ続いていく。それによ

って、国内だけでなく海外からも信頼され尊敬されている意義は、極めて大きいと考えられる。 

問２ 皇族の役割や活動についてどのように考えるか。 

答２ 皇族とは、現行の「皇室典範」第五条で「皇后・太皇太后・皇太后、親王・親王妃・内親王・王・

王妃、及び女王」と定められ、第六条で天皇の男子・男孫を親王、女子・女孫を内親王、曾孫以下を王・

女王と称する。そのうち第一条・第二条で「男系の男子」たる親王と王は皇位継承の資格を有し、第十

七条でそれ以外の成年皇族も「摂政」就任の可能性が認められている。従って、どの皇族も天皇の公務

を分担する立場にあり、事実それを様々な形で果たされていると考えられる。 

また現行の「皇室経済法」には、天皇に最も近い、いわば本家にあたる「内廷」の費用は「内廷費」、
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それ以外の分家にあたる宮家の費用は「皇族費」で賄い「皇族としての品位保持の資に充てる」と定め

られている。従って、内廷の皇族も宮家の皇族も、それにふさわしい教養を身につけ品位を磨いて公務

に励むことが期待され、事実それを行っておられると考えられる。 

問３ 皇族数の減少についてどのように考えるか。 

答３ 皇族だけでなく一般の国民をみても、晩婚化・少子化が急速に進んでいる。それでも、一般の場合

は、女子も養子も家系・家産を相続することができる。しかし、皇族の場合は、現行の「皇室典範」に

より、女子は一般男性との婚姻により皇籍を離れなければならず（第十二条）、また皇族間で養子をす

ることができない（第九条）。そのため、後継男子のない宮家は早晩衰滅するほかない。 

それに対して、戦前の皇室では、旧「皇室典範」で側室を容認するのみならず庶子の皇位継承・宮家

相続を公認して、永世皇族制を採用していた。そのため、皇族数が段々多くなり、大正時代にはそれを

抑止するため「皇族の降下に関する施行準則」を典範の原則に「増補」する形で制定したほどである。

しかしながら、戦後の「皇室典範」では、一夫一婦制を自明の前提としながら、側室も庶子も否定して

いるから、内廷でも宮家でも複数の男子をえることが難しくなったのだと考えられる。 

問４ 皇統に属する男系の男子である皇族のみが皇位継承の資格を有し、女性皇族は婚姻に伴い皇族の

身分を離れることとしている、現行制度の意義をどのように考えるか。 

答４ このような現行制度は、旧「皇室典範」の原則を引き継いだものである。しかし明治前半でも様々

な意見があり、まして戦後は憲法すら改変された中で、旧制を固守することには無理があり、維持困難

な状況にあるとみられる。 

念のため、明治の皇室典範・帝国憲法ができるまでの動向をみると、皇位継承の資格を男系男子に限

らず女系女子も認めておく案や、側室庶子を認めるのは不適切という意見もあった。しかしながら、い

わゆる「男尊女卑」の傾向が強い当時の日本では、男性の上に「女主」を推戴し難いとか、男子を確保

するには側室も否定し難い、というような主張が通り、成文化されるに至った。 

それに対して戦後は「日本国憲法」で一般国民に男女平等を定めても、特別身分の皇族に関しては

「皇室典範」で皇位継承の資格を男系男子に限定する行き過ぎた規制を続けており、これは少し緩和す

る必要があると考えられる。（後半については後述） 

問５ 内親王・女王に皇位継承の資格を認めることについてはどのように考えるか。その場合、皇位継承

の順位についてどのように考えるか 

答５ 歴代の皇位は「皇統譜」の「大統譜」によれば、皇宗神武天皇以来ほとんど男系男子により継承さ

れてきた。しかし、第三十三代の推古女帝が擁立され（在位五九二～六二八）、また大宝元年（七〇一）

制定の「大宝（養老）令」の「継嗣令」では、男帝を前提とする規定の本注に「女帝の子亦同じ」と定

めている。つまり、男性天皇を優先しながら、女性天皇も公認していたのである。 

ただ、実際に即位された八方十代（二方重祚）の女帝は、寡婦か未婚で独身を通されたから、その子

孫がなく当代限りで終っている。従って、万一の事態に備えるため、男系男子限定を改めて、男系男子

を優先しながら男系女子（一代限り）まで公認することは、可能であり必要だと考えられる。その継承

順位は、現行典範の第二条を準用して「長系を先に」するが、「同等内」では男子を先にし女子を後に

することが、当分穏当だと思われる。 

2



問６ 皇位継承の資格を女系に拡大することについてどのように考えるか。その場合、皇位継承の順位に

ついてはどのように考えるか。 

答６ 皇位継承の資格は、天照大神を皇祖と仰ぎ神武天皇を皇宗と伝える子孫のうち皇族の身分にある

ことが、本質的な要件であって、生物的な男女別（男系女系）は派生的な要素とみられる（皇室は一般

国民のような他家との違いを示す氏姓も苗字もないオンリーワンの格別な存在である）。 

ところが、歴史的には、古代中国の儒教などが絶対視する父系（男系）尊重の思想的な影響により、

その継承は皇宗以来男系で一貫しており、大部分が男子である。ただ、前述のごとく、八方十代の女性

も登場したが、その在位中の所生子孫はなく、いわゆる女系の天皇はいないとみなされている。 

従って、このような長年の慣習は当分重視する必要があり、皇位継承の資格を今の段階で女系にまで

拡大すれば、不安や混乱を招く恐れがあると思われる。ちなみに、ある強力な男系男子論者は、「万策

尽きたら、……皇統を守るために、女性天皇も女系天皇も認めるほかない」と断っているが、そのよう

な末期的状況では、継承の順位など論ずることができないと考えられる。 

問７ 内親王・女王が婚姻後も皇族の身分を保持することについてはどのように考えるか。その場合、配

偶者や生まれてくる子を皇族とすることについてはどのように考えるか。 

答７ 幕末までは、皇族女子が結婚後も皇族として身分称号を用いることもできた（たとえば、将軍徳川

家茂に降嫁した「皇女」和宮親子内親王など）。しかし、現行の憲法と典範のもとでは、皇室費の受給

対象となる皇族と、婚姻により皇族を離籍して一般国民となる人々とは峻別されている。 

 従って、内親王・女王が婚姻後も皇族の身分を保持することは原則としてできない。とはいえ、皇族

数の減少により皇族としての公務分担が困難になりつつある現在、皇室で生まれ育って培われた品性

を保つ方々が、公務を支援できるようにする方策は必要だと思われる。 

  とりわけ、現に皇族女子として皇室の内廷におられる皇女の敬宮愛子内親王は、今年 12月に成年皇

族となられるから公務を分担されることになるが、その先に結婚されても皇室に留まって御両親の両

陛下を支えられるようにする必要がある。それは皇位を継承するためでなく、当代の天皇を最も身近で

助けられるためであり、やがて叔父から従弟へと継承される皇室を皇族として支え続けられるように

するためである。 

  その場合、皇女の夫君と子女も同一家族であるから皇族の身分を認められるのが自然だと思われる。

その方々は、皇位継承の資格は有しないと定めておけば、いわゆる女系にならない。 

  また、男子のない現存の宮家においても、皇女に準じて御一人は当家を相続するために皇族として残

れるようにしておく必要があると考えられる。 

問８ 婚姻により皇族の身分を離れた元女性皇族が皇室の活動を支援することについてはどのように考

えるか。 

答８ 皇族女子で既婚の方、これから結婚して離籍される方に皇室の活動を支援してもらう必要性はあ

ると思われる。ただ、その称号は「元内親王・元女王」でよく（天皇の息女のみを指す「皇女」の拡大

乱用は不可）、またその位置づけは、元皇族として天皇のお手伝いをさせて頂く内廷の職員とすること

がふさわしい（公務員としての雇用は不可）と考えられる。 

問９ 皇統に属する男系の男子（一般国民）を、下記①又は②により皇族とすることについては、どのよ

うに考えるか。 

3



①現行の皇室典範により皇族には認められていない養子縁組を可能にすること。 

②皇統に属する男系の男子を現在の皇族とは別に新たに皇族とすること。 

答９ 皇統に属する男系の男子でも皇族の身分にない人々は、広義ならば数多くいる。また親王や王が養

子に入り継嗣となった名家（たとえば近衛家など）や旧典範の増補や準則により皇族から「臣籍降下」

した華族の子孫も少なくない。ここでは狭義の、戦後一斉に皇籍離脱を余儀なくされた十一宮家の人々

を指すのだとしても、その現存男子孫は一般国民として生まれ育った人々が大部分である。 

  従って、そのような家の若い男子を身分も環境も異なる皇室に入れようとして、①継嗣のない宮家の

「養子」とすることは、国民の平等を定める現行憲法のもとで、当家・当事者の立場を考えれば、極め

て難しいと思われる。まして②「現在の皇族とは別に新たな皇族」を作るようなことは、皇統の分裂を

連想させる恐れがあるから、絶対にあってはならないと考える。 

  とはいえ、①の「養子縁組」案は、もし狭義の男系男子孫の中に現皇室へ迎え入れられるにふさわし

い適任者が現われ、関係者に十分な諒解のえられる可能性があるかどうかは、内々に検討されてもよい

と思われる。ただ、万一そのようにして皇族となる男子がえられても、いわゆる一夫一婦制により必ず

男子を得て相続できると限らないことなどを考慮しておく必要があると思われる。 

  ちなみに、旧十一宮家は、一般国民となってからも男子相続を固守するうちに、既に継嗣不在により

半数以上が絶家となっている。そのような事実も直視しなければならない。 

 

問 10 安定的な皇位継承を確保するための方策や、皇族数の減少に係る対応方策として、そのほかにど

のようなものが考えられるか。 

答 10 現在の皇室は、憲法の定める「象徴世襲」の天皇を中心として皇族たちで構成される特別な法的

家族集団である。従って、その主要な法律（皇室典範・皇室経済法）は、皇室を担う天皇と皇族たちが

末永く存続し活動されることが可能なものでなければならない。その法的規制が厳しすぎて実情にあ

わなくなれば、それを適切に緩和し徐々に改善する努力を続ける必要がある。 

  そのために、今回のような特例法の付帯決議に応える有識者会議での検討を経て、何らかの改善策が

政府と国会で協議し制定される途中で、またはそれを実施するに先立ち、皇室の方々に理解（諒解）を

えるため「皇室会議」の議を経る必要がある。それのみならず、今後とも皇室会議は、皇室の在り方に

ついて常に検討を加え改善案などを提唱できるような場として運用されることが望ましい。 

  なお、この機会に敢て申せば、前述のとおり天皇は憲法の第一章に特規される国家的に最も重要な存

在である。従って、その要務万般を担当する宮内庁は、「宮内省」として人材も予算も強化する必要が

あると考えられる。 

 

   むすび―改善策を特例法で― 

最後に、今回お尋ねの範囲を越えるかもしれないが、戦後七十余年間に生じた皇室制度の諸問題に関す

る改革を一挙に解決することは難しいにちがいない。とすれば、実現可能な改善策を速やかに実現し、そ

の後も検討を続け、状況の変化に応じて改善を重ねる努力が必要であろう。 

具体的に申せば、先般、天皇陛下の「退位」（譲位）問題は、「皇室典範」の原則を残しながら、高齢化

に伴う対応策として「特例法」が作られ、大方の合意を形成して実現された。従って今回も、典範の原則

を残したまま、当分必要な改善策を「特例法」のような形で可能にすることが今のところ望ましい（根本

的・総合的な改正の検討と実現には十年以上を要するであろう）と考えられる。 
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皇
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篠
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よ
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篠
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歳
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彬
子
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瑶
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円
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承
子
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王
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歳
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の
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殿
下
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揃
っ
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ら
れ
た
。

な
お
、
前
日
に
「
退
位
」（
譲
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）
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れ
た
上
皇
陛
下
（
85
歳
）
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皇
后
陛
下
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84
歳
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任
者

ゆ
え
に
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仁
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叶
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。
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成
者
は
、
戦
後
の
日
本
国
憲
法
と
皇
室
典
範
・
皇
室
経
済
法
な
ど
に
、
身
分
・
役
割
・
待
遇

な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
要
点
を
纏
め
直
せ
ば
、
左
の
通
り
で
あ
る
。 

現
行
の
日
本
国
憲
法
は
、
第
一
章
を
「
天
皇
」
と
し
、
第
一
条
で
「
天
皇
は
日
本
国
の
象
徴
で
あ
り
、
日

本
国
民
統
合
の
象
徴
」
と
位
置
づ
け
る
。
続
け
て
「
こ
の
地
位
は
、
主
権
の
存
す
る
日
本
国
民
の
総
意
に
基

く
」
と
根
拠
づ
け
る
が
、
第
二
条
に
「
皇
位
は
、
世
襲
の
も
の
」
と
明
記
し
、「
国
会
の
議
決
し
た
皇
室
典

範
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
継
承
す
る
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
皇
位
の
継
承
は
、
法
律
の
皇

室
典
範
に
規
定
さ
れ
る
皇
族
身
分
の
方
々
に
よ
り
「
世
襲
」
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

万
一
こ
の
よ
う
な
皇
族
が
不
在
と
な
れ
ば
、
天
皇
（
皇
室
）
の
制
度
は
成
り
立
た
な
い
か
ら
、
皇
位
継
承
の

有
資
格
者
を
保
持
す
る
こ
と
は
、
憲
法
の
命
題
と
し
て
も
真
剣
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

象
徴
世
襲
天
皇
の
役
割
は
、
第
三
条
で
「
天
皇
の
国
事
に
関
す
る
行
為
は
、
内
閣
の
助
言
と
承
認
を
必
要

と
し
」、
第
四
条
で
「
天
皇
は
…
…
国
政
に
関
す
る
権
能
を
有
し
な
い
」
と
規
制
さ
れ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
天
皇
の
国
事
行
為
と
し
て
、
第
六
条
で
「
国
会
の
指
名
に
基
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
を
任
命

す
る
」「
内
閣
の
指
名
に
基
い
て
、
最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官
を
任
命
す
る
」
と
い
う
行
政
・
司
法
の

最
高
責
任
者
を
親
任
す
る
重
大
な
任
務
が
あ
る
。
ま
た
第
七
条
に
は
、「
内
閣
の
助
言
と
承
認
に
よ
り
、
国

民
の
た
め
に
、
左
の
国
事
に
関
す
る
行
為
を
行
ふ
」
と
し
て
、
十
項
目
の
任
務
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

多
く
は
儀
礼
的
な
行
為
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
権
の
長
を
越
え
る
「
日
本
国
の
象
徴
」（
他
国
の
元
首
に
相
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当
）
と
し
て
天
皇
の
み
が
果
た
し
う
る
重
要
な
役
割
で
あ
る
。 

 

し
か
も
、
天
皇
は
「
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
」
と
し
て
、
憲
法
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
国
民
の
た

め
に
多
種
多
様
な
「
公
的
行
為
」
に
精
励
さ
れ
、
ま
た
皇
統
を
「
世
襲
」
す
る
伝
統
継
承
者
と
し
て
、
国
家
・

国
民
の
た
め
に
恒
例
臨
時
の
「
祭
祀
行
為
」
に
奉
仕
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
国
民
の
安
心
に
も
国
家
の
安
定
に

も
、
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。 

 

二 

現
行
の
皇
室
典
範
の
問
題
点 

 

こ
の
よ
う
な
格
別
の
地
位
と
役
割
を
担
わ
れ
る
天
皇
お
よ
び
皇
族
に
関
す
る
具
体
的
な
在
り
方
を
定
め

た
も
の
が
、
現
行
の
皇
室
典
範
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
勅
定
さ
れ
た
皇
室
典
範

と
異
な
り
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
国
会
で
議
決
さ
れ
た
法
律
だ
が
、
そ
の
主
要
な
規
定
は
旧
典
範

を
受
け
継
い
で
い
る
。
そ
れ
が
七
十
余
年
前
に
は
妥
当
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
今
日
で
は
無
理
な
点
が
少
な

く
な
い
。 

 

ま
ず
第
一
条
に
「
皇
位
は
、
皇
統
に
属
す
る
男
系
の
男
子
が
、
こ
れ
を
継
承
す
る
」
と
皇
位
継
承
の
資
格

を
皇
統
の
男
系
男
子
に
限
定
す
る
と
共
に
、
第
二
条
に
、
男
子
皇
族
の
継
承
順
序
を
長
系
長
子
優
先
で
明
記

し
て
い
る
。 

 

そ
の
大
筋
は
旧
典
範
と
同
様
な
が
ら
、
新
典
範
の
第
六
条
で
側
室
所
生
の
「
皇
庶
子
孫
」
を
否
認
し
て
い

る
点
は
、
重
大
な
変
更
と
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
初
代
の
神
武
天
皇
か
ら
一
二
三
代
の
大
正
天
皇
ま

で
、
歴
代
の
約
半
数
が
正
后
の
嫡
子
で
は
な
く
側
室
の
庶
子
で
あ
る
。
従
っ
て
、
昭
和
天
皇
の
御
意
向
に
基

づ
き
実
現
さ
れ
た
一
夫
一
婦
制
の
も
と
で
、「
嫡
男
子
」
が
確
実
に
得
ら
れ
る
保
証
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

現
行
の
「
男
子
」
限
定
を
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
い
。 

 

つ
い
で
第
九
条
に
「
天
皇
及
び
皇
族
は
、
養
子
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
全
て
の
養
子
を
否
定
し
て

い
る
。
こ
れ
も
旧
典
範
の
第
四
十
二
条
と
同
趣
で
あ
る
が
、
明
治
時
代
に
は
「
男
系
の
男
子
」
を
維
持
す
る

た
め
、
伏
見
宮
系
の
嫡
庶
男
子
を
新
当
主
と
す
る
世
襲
宮
家
が
次
々
創
立
さ
れ
た
の
で
、
養
子
に
よ
る
継
承

者
は
不
要
と
み
て
養
子
を
禁
止
し
た
。
そ
れ
で
も
、
皇
族
数
が
増
大
し
過
ぎ
る
と
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

に
は
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
を
裁
定
し
、
皇
族
の
段
階
的
な
削
減
に
努
め
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
皇
族
間
の
養
子
は
出
す
こ
と
も
迎
え
る
こ
と
も
、
古
代
か
ら
活
用
さ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
皇

位
継
承
は
、
直
系
相
続
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
、
も
し
傍
系
の
宮
家
か
ら
入
っ
て
も
、
前
帝
の
養
子
と
す

る
こ
と
に
よ
り
正
統
性
を
補
強
し
て
い
る
（
閑
院
宮
家
出
身
の
光
格
天
皇
な
ど
）。 

 

ま
た
、
大
宝
・
養
老
以
来
の
律
令
（
継
嗣
令
）
で
は
、
天
皇
の
皇
子
（
皇
女
）
と
兄
弟
（
姉
妹
）
の
み
を

親
王
（
内
親
王
）
と
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
伏
見
宮
家
以
下
の
宮
家
で
は
、
当
主
の
親
王
の
王
子
の
一
人
が

当
代
天
皇
の
養
子
と
し
て
親
王
の
宣
下
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
当
家
を
相
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。
も
し
皇
族
間
の
養
子
制
が
な
け
れ
ば
、
宮
家
の
世
襲
は
続
き
え
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

さ
ら
に
第
十
二
条
で
「
皇
族
女
子
は
、
天
皇
及
び
皇
族
以
外
の
者
と
婚
姻
し
た
と
き
は
、
皇
族
の
身
分
を

離
れ
る
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
れ
も
旧
典
範
の
第
四
十
四
条
を
受
け
継
い
で
い
る
が
、
戦
前
と
戦
後
の
状
況

が
一
変
し
て
い
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

明
治
以
来
の
旧
典
範
下
で
は
、
皇
族
男
子
が
多
数
お
ら
れ
た
か
ら
皇
族
女
子
の
婚
姻
相
手
と
な
り
え
た
。
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し
か
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
強
圧
に
よ
り
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
十
月
の
皇
室
会
議
で
十
一
宮
家
の
皇
籍

離
脱
が
決
定
さ
れ
、
秩
父
・
高
松
・
三
笠
の
三
直
宮
家
以
外
の
十
一
宮
家
皇
族
（
男
性
二
六
人
、
女
性
二
五

人
）
が
一
般
国
民
と
化
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
以
後
の
皇
族
女
子
は
一
般
男
性
と
婚
姻
さ
れ
て
皇
籍
を
離
れ

る
ほ
か
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
未
婚
の
三
内
親
王
・
三
女
王
は
、
今
の
ま
ま
な
ら
ば
、
同
じ
道
を
辿

ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。 

 

三 

特
例
法
と
付
帯
決
議
の
意
義 

こ
の
よ
う
に
現
行
の
皇
室
典
範
は
、
明
治
以
来
の
旧
典
範
を
受
け
継
い
で
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
成
立
当
初

は
大
旨
妥
当
だ
っ
た
と
し
て
も
、
七
十
余
年
後
の
現
状
に
適
合
し
な
い
点
が
あ
り
、
従
っ
て
、
こ
れ
を
放
置

す
れ
ば
皇
室
の
存
続
が
難
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る
。 

 

そ
れ
に
逸
早
く
気
付
か
れ
て
、
慎
重
に
改
革
を
促
さ
れ
た
の
が
、
平
成
の
天
皇
陛
下
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

現
行
典
範
の
第
四
条
に
「
天
皇
が
崩
じ
た
と
き
は
、
皇
嗣
が
直
ち
に
即
位
す
る
」
と
終
身
在
位
を
原
則
と
し

て
い
る
。 

し
か
し
陛
下
は
、
八
十
七
歳
八
ケ
月
余
で
崩
御
さ
れ
た
昭
和
天
皇
の
晩
年
を
身
近
に
熟
知
さ
れ
、
ご
自
身

が
七
十
歳
代
に
二
度
の
手
術
を
さ
れ
た
前
後
か
ら
、「
譲
位
」
の
可
能
性
に
つ
い
て
内
々
に
検
討
を
進
め
た

よ
う
で
、
そ
の
ご
意
向
を
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
八
月
、
控
目
に
公
表
さ
れ
た
。 

 

そ
の
「
お
こ
と
ば
」
は
、
憲
法
上
「
国
政
に
関
す
る
権
能
を
有
し
な
い
」
と
さ
れ
る
天
皇
が
、
国
家
・
国

民
統
合
の
た
め
に
「
象
徴
と
し
て
の
務
め
」
を
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
来
ら
れ
た
か
、

具
体
的
に
説
明
さ
れ
、
そ
れ
を
次
世
代
に
も
引
き
継
い
で
ほ
し
い
、
と
述
べ
る
に
留
め
ら
れ
た
。 

 

す
る
と
、
そ
れ
に
大
多
数
の
一
般
国
民
が
理
解
と
共
感
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、
政
府
も
国
会
も
動
き
始
め

た
。
政
府
の
有
識
者
会
議
も
国
会
の
与
野
党
協
議
も
丹
念
に
行
わ
れ
、
翌
二
十
九
年
六
月
「
天
皇
の
退
位
等

に
関
す
る
皇
室
典
範
特
例
法
」
が
衆
参
両
院
の
全
出
席
議
員
に
賛
成
を
え
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
法
律
は
、
現
行
典
範
の
終
身
在
位
原
則
を
残
し
た
ま
ま
、「
高
齢
に
よ
る
退
位
」
を
可
能
に
す
る
が
、

一
代
限
り
の
「
特
例
」
扱
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
天
皇
も
八
十
歳
代
の
高
齢
に
な
ら

れ
た
ら
、
今
回
の
新
例
を
将
来
の
先
例
と
す
る
こ
と
は
、
可
能
で
あ
り
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

し
か
も
、
特
例
法
を
審
議
成
立
さ
せ
る
際
、
国
会
で
「
付
帯
決
議
」
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
一
に
「
政
府

は
、
安
定
的
な
皇
位
継
承
を
確
保
す
る
た
め
の
諸
課
題
、
女
性
宮
家
の
創
設
等
に
つ
い
て
、
皇
族
方
の
御
年

齢
か
ら
し
て
も
、
先
延
ば
し
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
本
法
施
行
（
平
成

三
十
一
年
四
月
三
十
日
）
後
速
や
か
に
、
皇
族
方
の
御
事
情
等
を
踏
ま
え
、
全
体
と
し
て
整
合
性
が
取
れ
る

よ
う
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
、
速
や
か
に
国
会
に
報
告
す
る
こ
と
」
を
政
府
に
要
請
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
そ
の
二
で
「
一
の
報
告
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
国
会
は
、
安
定
的
な
皇
位
継
承
を
確
保
す

る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
、「
立
法
府
の
総
意
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
」

と
国
会
の
対
応
ま
で
明
記
し
て
い
る
。 

そ
れ
は
憲
法
上
「
国
権
の
最
高
機
関
」
と
さ
れ
る
国
会
の
意
思
表
示
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
政
府

が
「
先
延
ば
し
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
課
題
と
し
て
検
討
し
具
体
的
な
「
方
策
」
を
「
報
告
」
し
た
ら
、

国
会
が
「
総
意
」
を
取
り
ま
と
め
て
結
論
を
出
す
こ
と
を
明
示
し
た
「
決
議
」
な
の
で
あ
る
。 
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四

当
面
の
合
意
可
能
な
改
正
案

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
政
府
の
検
討
と
国
会
の
対
応
を
注
目
し
た
い
が
、
そ
れ
と
共
に
、
私
自
身
か
ね
て
か

ら
考
え
先
般
一
月
十
三
日
に
Ｈ
Ｐ
（http://tokoroisao.jp/

）
に
掲
載
し
た
管
見
「
皇
室
永
続
に
必
要

な
改
革
試
案
」
を
基
に
、
そ
の
要
点
を
略
記
す
れ
ば
、
左
の
通
り
で
あ
る
。 

（
一
）
皇
位
の
継
承
者
を
男
系
の
男
子
限
定
か
ら
男
子
優
先
に
改
め
る
。 

前
述
し
た
と
お
り
、
現
行
典
範
で
は
、
皇
位
の
継
承
資
格
を
「
皇
統
に
属
す
る
男
系
の
男
子
」
に
限
定
し

て
い
る
。
し
か
し
、
旧
典
範
ま
で
容
認
し
て
き
た
側
室
所
生
の
皇
庶
子
孫
を
否
認
す
る
現
在
、
正
后
妃
所
生

の
皇
嫡
子
孫
が
必
ず
得
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
（
将
来
、
悠
仁
親
王
妃
の
心
理
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
も
）、
そ
の
男
子
限
定
を
男
子
優
先
に
改
め
、
男
系
女
子
に
も
資
格
を
認
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

皇
位
の
継
承
者
は
、
本
質
的
に
皇
祖
皇
宗
以
来
の
「
皇
統
」
に
属
す
る
皇
族
で
あ
れ
ば
男
女
を
問
わ
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
お
よ
そ
古
墳
時
代
前
期
（
三
～
四
世
紀
）
こ
ろ
か
ら
、
日
本
列
島
の
統
合
を
進
め
て
き
た

大
和
朝
廷
の
大
王
（
天
皇
）
は
、
古
墳
時
代
後
期
（
五
～
六
世
紀
）
こ
ろ
か
ら
、
有
力
豪
族
ら
に
氏
姓
を
賜

与
す
る
格
別
の
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
、
主
体
の
自
身
（
皇
室
）
は
氏
姓
を
有
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
来
の

皇
統
に
は
、
一
般
氏
族
の
よ
う
な
男
系
も
女
系
も
問
わ
れ
な
か
っ
た
（
男
統
・
男
系
と
女
統
・
女
系
の
議
論

は
明
治
以
前
に
殆
ど
な
い
）。 

た
だ
、
古
代
中
国
（
周
代
、
特
に
漢
代
以
降
）
に
お
い
て
は
、
皇
帝
も
王
侯
貴
族
も
氏
姓
を
有
し
、
特
に

父
系
（
男
系
）
絶
対
の
儒
教
思
想
を
信
奉
し
た
。
そ
れ
が
朝
鮮
半
島
（
主
に
百
済
）
を
経
由
し
て
伝
来
す
る

と
、
皇
室
で
も
諸
氏
族
の
間
で
も
父
系
（
男
系
）
を
尊
重
す
る
傾
向
が
次
第
に
強
ま
っ
た
。

そ
の
た
め
に
、
古
墳
時
代
後
期
こ
ろ
か
ら
書
き
継
ぎ
整
え
ら
れ
た
「
帝
皇
日
継
」
系
図
は
、
父
系
（
男
系
）

中
心
と
な
り
、
そ
れ
が
飛
鳥
・
奈
良
時
代
（
七
～
八
世
紀
）
の
「
帝
王
系
図
」
に
定
着
し
、
皇
位
継
承
の
原

則
に
な
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。 

従
っ
て
、
そ
の
父
系
（
男
系
）
継
承
が
平
安
時
代
（
九
～
一
二
世
紀
）
以
降
も
長
ら
く
原
則
的
に
厳
守
さ

れ
て
き
た
こ
と
は
、
歴
史
的
な
事
実
と
し
て
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
男
系
継
承
で
一
貫
し
て
も
、
女
子
を
排
除
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
現
に
飛
鳥
・
奈
良
時

代
と
江
戸
時
代
（
一
七
・
一
八
世
紀
）
に
八
方
十
代
の
「
女
帝
」（
女
性
天
皇
）
が
実
在
し
た
。
そ
の
方
々

は
寡
婦
か
未
婚
で
あ
り
、
元
明
・
元
正
の
母
娘
両
帝
以
外
、
そ
の
子
女
が
即
位
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
女
系
天
皇
の
実
例
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
史
実
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
男
系
男
子
継
承
の
原
則
は
、
今
後
と
も
遵
守
す
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
れ
は
男
子
限
定
を
男
子
優
先
に
改
め
、
万
一
に
備
え
て
例
外
的
に
男
系
女
子
の
即

位
（
一
代
限
り
の
女
性
天
皇
）
も
容
認
し
て
お
く
こ
と
が
、
可
能
で
あ
り
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
内
廷
と
各
宮
家
の
皇
族
女
子
一
名
に
は
、
相
続
資
格
を
認
め
る
。 

前
述
の
と
お
り
、
現
行
典
範
で
は
、
皇
族
女
子
が
一
般
男
性
と
婚
姻
す
れ
ば
皇
籍
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
、
現
皇
室
の
未
婚
女
子
六
名
が
結
婚
に
よ
っ
て
皇
族
で
な
く
な
れ
ば
、
傍
系
の
三
笠
宮
・

高
円
宮
両
家
だ
け
で
な
く
、
や
が
て
後
述
の
よ
う
に
秋
篠
宮
家
も
、
さ
ら
に
今
上
陛
下
の
内
廷
も
、
相
続
者
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不
在
に
よ
り
断
絶
す
る
ほ
か
な
く
な
る
。 

 

こ
こ
に
い
う
内
廷
と
は
、
い
わ
ば
本
家
に
あ
た
る
。
現
行
の
皇
室
経
済
法
に
定
め
ら
れ
る
「
皇
室
費
」
の

う
ち
、「
内
廷
費
」
で
生
計
を
賄
わ
れ
る
の
は
、
天
皇
・
皇
后
と
上
皇
・
上
皇
后
の
四
陛
下
お
よ
び
敬
宮

と
し
の
み
や

愛

子
内
親
王
の
五
名
で
あ
る
。 

そ
れ
に
対
し
て
宮
家
は
、
い
わ
ば
分
家
に
あ
た
り
、「
皇
族
費
」
で
生
計
を
賄
う
が
、
現
存
の
四
宮
家
分

あ
わ
せ
て
も
内
廷
費
の
三
分
の
一
ほ
ど
に
留
ま
る
。 

 

そ
れ
ほ
ど
内
廷
は
重
く
大
き
い
存
在
で
あ
る
。
そ
の
御
一
人
の
愛
子
内
親
王
殿
下
は
、
両
親
の
両
陛
下
を

最
も
身
近
で
支
え
る
皇
族
（
ま
も
な
く
成
年
）
だ
か
ら
、
一
般
男
性
と
婚
姻
さ
れ
て
も
直
（
じ
き
）
宮
家
の

当
主
と
な
ら
れ
、
万
一
の
場
合
、
一
代
限
り
の
女
性
天
皇
に
な
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

 

ま
た
秋
篠
宮
殿
下
は
、「
立
皇
嗣
の
礼
」
を
経
て
か
ら
も
、
長
子
の
悠
仁
親
王
が
未
成
年
（
現
在
一
三
歳
）

の
た
め
に
、
あ
と
数
年
間
宮
家
の
当
主
を
続
け
ら
れ
、
内
廷
に
入
る
こ
と
な
く
「
皇
太
子
」
相
当
の
待
遇
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。 

し
か
し
、
や
が
て
悠
仁
親
王
は
、
父
君
が
即
位
さ
れ
た
ら
、
皇
太
子
と
な
ら
れ
る
（
父
君
な
ど
の
同
意
に

よ
り
今
上
陛
下
の
養
子
と
さ
れ
皇
太
子
と
な
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
）
が
、
秋
篠
宮
家
の
当
主
に
は
な
れ
な

い
。
従
っ
て
、
姉
君
の
う
ち
一
名
が
当
家
を
相
続
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。 

 

同
様
に
三
笠
宮
家
も
二
女
王
の
う
ち
の
一
名
、
高
円
宮
家
も
未
婚
の
一
名
が
、
当
家
を
相
続
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
改
革
は
、
い
わ
ゆ
る
「
女
性
宮
家
の
創
設
」
で
は
な
く
、
皇
族
女

子
一
名
に
当
家
相
続
の
資
格
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
存
続
を
は
か
る
方
策
に
す
ぎ
な
い
。 

 

（
三
）
旧
宮
家
の
子
孫
を
、
後
継
者
不
在
の
養
子
と
し
て
皇
族
に
迎
え
る
。 

 

た
だ
、
現
在
の
皇
族
女
子
は
、
将
来
一
般
男
性
と
婚
姻
す
れ
ば
皇
室
を
去
る
現
行
典
範
の
も
と
で
生
ま
れ

育
た
れ
て
お
り
、
愛
子
内
親
王
以
外
は
、
す
で
に
成
年
（
二
〇
～
三
〇
代
）
で
あ
る
か
ら
、
当
家
相
続
の
資

格
を
認
め
ら
れ
て
も
、
お
そ
ら
く
未
婚
の
ま
ゝ
留
ま
る
か
、
皇
籍
を
離
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。 

 

も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
御
子
の
な
い
常
陸
宮
家
を
は
じ
め
、
女
子
も
不
在
と
な
り
か
ね
な
い
三
つ
の
宮
家

を
残
す
方
策
と
し
て
、
も
し
旧
宮
家
（
男
系
）
男
子
孫
の
中
に
適
任
者
が
現
れ
た
ら
、
上
記
四
宮
家
の
「
養

子
」
と
し
て
皇
室
に
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

た
だ
、
そ
の
適
任
者
と
い
う
の
は
、
一
般
国
民
と
し
て
生
ま
れ
育
ち
な
が
ら
、
皇
室
に
入
る
自
覚
と
品
格

を
備
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
現
皇
室
の
方
々
に
も
現
国
民
の
多
数
に
も
、
皇
族
と
し
て
受
け
入
れ
認
め
ら
れ

る
こ
と
な
ど
、
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
と
は
い
え
、「
皇
統
に
属
す
る
男
系
の
男
子
」
が
少
な
す
ぎ
る

現
在
、
こ
の
よ
う
な
適
任
者
を
捜
し
出
し
育
て
上
げ
る
こ
と
も
、
敢
え
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。 

 

む
す
び
―
具
体
策
の
実
現
― 

 

以
上
の
改
正
案
を
、
当
面
（
お
お
よ
そ
一
世
代
三
十
年
ほ
ど
）
の
皇
室
に
あ
て
は
め
、
想
定
で
き
る
可
能

性
の
一
部
を
図
式
化
す
れ
ば
、
左
の
通
り
で
あ
る
。 
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こ
の
改
正
案
は
、
皇
統
の
歴
史
と
皇
族
の
現
状
を
直
視
し
、
ま
た
識
者
・
世
論
の
動
向
も
配
慮
し
な
が
ら
、

当
世
代
の
皇
室
を
安
定
的
に
維
持
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
の
み
な
ら
ず
、
や
が
て
次
世
代
以
降
も
皇
室

の
永
続
を
可
能
と
す
る
道
を
拓
こ
う
と
す
る
具
体
策
で
あ
る
。
再
言
す
れ
ば
、
従
来
の
在
り
方
を
原
則
と
し

て
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
近
未
来
に
対
応
す
る
た
め
、
い
わ
ば
特
例
と
し
て
（
一
）（
二
）（
三
）
の
よ
う
な
改

革
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

そ
の
実
現
に
は
、
皇
室
典
範
を
全
体
的
に
見
直
し
て
抜
本
的
に
改
正
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
も
、

そ
れ
に
は
相
当
な
時
間
を
要
す
る
と
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
今
回
は
「
退
位
」
を
可
能
に
し
た
「
特
例
法
」

の
よ
う
な
措
置
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
で
よ
い
（
や
む
を
え
な
い
）
と
思
わ
れ
る
。 

本
日
（
三
月
十
一
日
）
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
満
九
年
、
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
騒
動
の
最
中
で
あ
る
。
私

ど
も
は
何
事
で
あ
れ
、
想
定
外
の
事
態
を
予
見
し
て
、
可
能
な
限
り
の
対
策
を
練
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
日
本
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
皇
室
も
、
今
や
危
機
的
な
状
況
克
服
が
不
可
欠
だ
と
思
わ
れ
る
。 

願
う
ら
く
は
、
皇
室
永
続
に
少
し
で
も
役
立
つ
具
体
策
の
成
立
に
向
け
て
、
政
府
も
国
会
（
与
野
党
）
も
、

大
筋
納
得
で
き
る
合
意
形
成
を
、
真
剣
に
迅
速
に
進
め
て
頂
き
た
い
。 
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先
送
り
と
な
を
た

附
帯
決
議
の
内
容

昨
年
の
四
月
末
日
ま
平
成

の
天
皇
が
譲
位
さ
れ
た
の

は
ま
三
年
前
ゴ
平
成
二
十
九

年
六
月
サ
制
定
さ
れ
た
や
皇

室
典
範
特
例
法
ゅに
基
づ
く
み

そ
の
際
ま
衆
参
両
院
で
与
野

党
合
意
の
や
附
帯
決
議
ゅ
を

政
府
に
提
示
し
た
み

そ
れ
は
三
点
あ
る
が
ま
三

の
改
元
に
あ
た
り
や
万
全
の

配
慮
を
行
う
こ
と
ゅ
は
ま
既

に
大
過
な
く
済
ま
さ
れ
た
み

し
か
し
ま
一
や
政
府
は
ま

�１
安
定
的
な
皇
位
継
承
を
確

保
す
る
た
め
の
諸
課
題
ま
�２

女
性
宮
家
の
創
設
等
に
つ
い

て
ま
皇
族
方
の
御
年
齢
か
ら

し
て
も
先�

延�

ば�

し�

す�

る�

こ�

と�

は�

で�

き�

な�

い�

重
要
な
課
題
で

あ
る
こ
と
に
鑑
み
ま
本
法
施

行
後
速
や
か
に
じ
じ
検
討
を

行
い
ま
そ
の
結
果
を
ま
速
や

か
に
国
会
に
報
告
す
る
こ

と
ゅ
で
あ
り
ま
そ
の
報
告
を

受
け
た
ら
ま
二
や
国
会
は
じ

じ
や
立
法
府
の
総
意
ゅ
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
検
討

を
行
う
ゅ
と
し
て
ゐ
る
ゴ
便

宜
�１
�２
ま傍
点
を
加
へ
た
サみ

と
こ
ろ
が
ま
そ
の
後
�１
も

�２
も
政
府
は
本
格
的
に
検
討

せ
ず
先
送
り
し
て
き
た
み
む

し
ろ
民
間
で
は
ま
神
社
新
報

社
の
や
時
の
流
れ
研
究
会
ゅ

で
真
剣
な
検
討
を
重
ね
て
見

解
を
公
表
し
た
り
ま
同
会
と

力
点
の
異
な
る
私
案
を
提
示

し
た
り
し
た
こ
と
も
あ
る

が
ま
そ
れ
ら
を
参
考
に
さ
れ

た
形
跡
は
見
当
た
ら
な
い
み

公
用
御
分
担
へ
の

期
待
の
昂
ま
り
か

た
だ
ま
今
年
に
入
を
て
か

ら
内
閣
府
は
専
門
家
数
人
よ

り
内
々
に
意
見
を
聴
い
て
ゐ

た
み
し
か
も
ま
十
一
月
二
十

四
日
ゴ
一
部
翌
日
サ
ま
全
国

紙
な
ど
に
よ
り
不
思
議
な
政

府
案
が
報
じ
ら
れ
た
み

た
と
へ
ば
ま
朝
刊
一
面
で

取
り
上
げ
た
読
売
新
聞
は
ま

や
皇
族
女
子

結
婚
後
に
特

別
職
ゆ
皇
女
ょ
創
設

政
府

検
討
ゅと
大
見
出
し
を
打
ち
ま

や
政
府
は
じ
じ
ま
結�

婚�

後�

の�

皇�

族�

女�

子�

を
特�

別�

職�

の�

国�

家�

公�

務�

員�

と
し
て
位
置
づ
け
じ

じ
ゆ
皇
女
ょ
と
い
う
新
た
な

呼
称
を
贈
る
案
が
有
力
視
さ

れ
て
い
る
ゅ
と
い
ふ
み

こ
の
や
う
な
案
が
捻
り
出

さ
れ
た
の
は
ま
皇
室
の
公
務

を
皇
族
と
し
て
分
担
で
き
る

方
々
が
次
々
減
少
し
て
ゐ
る

か
ら
で
あ
る
み

現
行
の
や
皇
室
典
範
ゅ
第

十
二
条
に
よ
を
て
ま
や
皇
族

女
子
ゅ
は
ま
一
般
男
性
と
婚

姻
す
れ
ば
や
皇
族
の
身
分
を

離
れ
ゅな
け
れ
ば
な
ら
な
い
み

そ
の
た
め
ま
や
皇
嗣
ゅ
秋
篠

宮
家
の
二
内
親
王
ゴ
二
十
九

・
二
十
五
歳
サ
も
ま
ま
た
三

笠
宮
家
の
二
女
王
ゴ
三
十
八

・
三
十
七
歳
サ
と
高
円
宮
家

の
一
女
王ゴ
三
十
四
歳
サも
ま

さ
ら
に
内
廷
の
内
親
王
ゴ
十

八
歳
サ
も
ま
結
婚
に
よ
り
不

在
と
な
る
恐
れ
が
高
い
み

そ
こ
で
ま
た
と
へ
ば
秋
篠

宮
家
で
は
ま
宮
中
に
お
け
る

お
務
め
ゴ
祭
祀
を
含
む
サ
の

み
な
ら
ず
ま
宮
外
に
お
い
て

公
的
団
体
の
総
裁
・
名
誉
総

裁
ゴ
合
計
十
五
以
上
サ
な
ど

が
あ
る
み
そ
れ
ら
の
多
様
な

公
用
を
皇
嗣
・
同
妃
両
殿
下

だ
け
で
完
遂
さ
れ
る
こ
と
は

難
し
く
ま
ま
た
未
成
年
の
親

王
ゴ
十
四
歳
サ
は
表
に
出
ら

れ
な
い
み
そ
の
た
め
ま
二
内

親
王
に
結
婚
後
も
分
担
し
て

ほ
し
い
ま
と
い
ふ
期
待
が
昂

を
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
み

や
皇
女
ゅの
語
と
は

天
皇
所
生
の
女
子

こ
れ
が
偽
ら
ざ
る
現
状
で

あ
ら
う
か
ら
ま
政
府
案
も
当

面
の
弥
縫
策
と
し
て
や
む
を

得
な
い
か
も
し
れ
な
い
み

し
か
し
ま
そ
の
や
う
な

方
々
に
や
ゆ
皇
女
ょ
と
い
う

新
た
な
称
号
を
贈
る
ゅ案
は
ま

ま
を
た
く
解
し
難
い
み

や
皇
女
ゅ
と
は
ま
歴
史
上

も
慣
習
的
に
も
ま
天
皇
の
も

と
に
生
ま
れ
た
女
子
の
み
を

指
す
み
念
の
た
め
ま
千
三
百

年
前
に
勅
�
さ
れ
た
ゆ
日
本

書
紀
ょ
は
ま
天
皇
の
男
子
を

や
皇
子
ゅ
ま
天
皇
の
女
子
を

や
皇
女
ゅ
と
書
き
分
け
る
例

が
多
い
み
ま
た
や
大
宝
ゴ
養

老
サ
継
嗣
令
ゅ
で
は
ま
天
皇

の
男
子
も
女
子
も
や
皇
子
ゅ

と
す
る
が
ま
そ
の
後
の
記
録

や
史
書
は
や
皇
子
ゅ
と
や
皇

女
ゅ
を
区
別
し
て
ゐ
る
み

一
方
ま
現
行
の
や
皇
室
典

範
ゅも
ま
第
六
条
にや
嫡
出
の

皇
子
及
び
じ
じ
皇
孫
は
ま
男

は
親
王
ま女
を
内
親
王
と
し
ま

三
世
以
下
じ
じ
の
子
孫
は
ま

男
は
王
ま女
は
女
王
と
す
る
ゅ

と
定
め
る
が
ま
一
般
に
天
皇

の
男
子
を
皇
子
ま
天
皇
の
女

子
を
皇
女
と
使
ひ
分
け
て
を

り
ま
天
皇
所
生
の
女
子
の
み

がや
皇
女
ゅな
の
で
あ
る
み
そ

れ
を
無
視
し
て
ま
皇
室
で
生

ま
れ
成
育
さ
れ
た
や
皇
族
女

子
ゅす
べ
て
に
ま
御
結
婚
後
も

や�
皇
女
�
と
い
う
新
た
な
称

号
を
贈
る
ゅ
と
い
ふ
や
う
な

皇
室
用
語
の
拡
大
乱
用
は
ま

厳
に
慎
む
べ
き
で
あ
ら
う
み

公
用
御
分
担
な
ら

内
廷
職
員
と
し
て

報
じ
ら
れ
た
政
府
案
で

は
ま
そ
の
や
う
な
御
結
婚
後

の
や
皇
女
ゅ
を
や
特
別
職
の

国
家
公
務
員
と
位
置
づ
け
ゅ

る
と
い
ふ
み
こ
れ
も
不
適
切

と
い
は
ざ
る
を
え
な
い
み

公
務
員
は
特
別
職
で
あ

れ
ま
政
府
・
官
僚
組
織
に
雇

用
さ
れ
ま
上
司
に
服
属
す
る

立
場
に
あ
る
み
し
か
し
ま
皇

室
の
公
務
・
公
用
は
ま
天
皇

陛
下
の
も
と
で
皇
族
た
ち
が

分
か
ち
担
は
れ
る
の
だ
か

ら
ま
も
し
皇
族
女
子
に
御
結

婚
後
も
公
用
の
一
部
を
分
担

し
て
も
ら
ふ
の
で
あ
れ
ば
ま

天
皇
直
属
の
内
廷
職
員
と
し

て
奉
仕
で
き
る
や
う
に
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
み
そ
の
呼

称
は
や
元
内
親
王
ゅや
元
女
王
ゅ

で
よ
く
ま
新
た
に
作
る
必
要

な
ど
な
い
と
思
は
れ
る
み

と
も
あ
れ
ま
皇
族
女
子
の

御
結
婚
に
よ
り
ま
公
務
・
公

用
の
分
担
ど
こ
ろ
か
ま
宮
家

の
存
続
も
困
難
な
現
状
を
直

視
す
る
必
要
が
あ
る
み

そ
の
た
め
に
は
ま
附
帯
決

議
の
要
請
に
即
し
ま
将
来
に

備
へ
て
ま
た
と
へ
ば
�１
皇
位

継
承
に
一
代
限
り
の
男
系
女

子
を
容
認
し
て
お
く
と
か
ま

�２
旧
宮
家
子
孫
の
適
任
者
を

継
嗣
の
な
い
現
宮
家
に
養
子

に
迎
へ
う
る
や
う
に
す
る
な

ど
の
案
を
総
合
的
に
検
討
し

て
ほ
し
い
み

今
や
従
来
の
原
則
論
を
ふ

ま
へ
な
が
ら
ま
国
会
で
与
野

党
合
意
の
可
能
な
具
体
案
を

と
り
ま
と
め
ま
一
年
以
内
に

実
現
さ
れ
る
こ
と
を
念
じ
て

や
ま
な
い
み

ゴ
令
和
二
年
十
一
月
二
十
五

日
稿
・
十
二
月
一
日
修
訂
サ

本
文
書
は
慶
長
十
年
ゴ
一
六

〇
五
サ
十
月
ま
山
田
三
方
に
よ

を
て
制
定
さ
れ
た
御
師
に
関
す

る
規
則
で
あ
る
み
神
宮
文
庫
蔵

ゴ
第
一
門
一
六
八
五
五
号
サ
み

一
通
み
法
量
は
縦
三
十
六
・
五

�
ま
横
百
三
十
四
・
七
�
み
継

紙
み
龍
大
夫
家
伝
来
・
神
宮
皇

學
館
旧
蔵
み

中
世
後
期
よ
り
近
代
初
頭
に

至
る
ま
で
ま
外
宮
の
鎮
座
地
で

あ
る
伊
勢
山
田
に
は
や
山
田
三

方
ゅ
ゴ
近
世
は
三
方
会
合
サ
と

称
す
る
自
治
組
織
が
あ
り
町
政

を
担
を
て
ゐ
た
み
こ
れ
は
太
閤

検
地
に
よ
り
宮
川
以
東
の
土
地

が
神
宮
領
に
定
め
ら
れ
ま
江
戸

幕
府
も
こ
れ
を
踏
襲
し
た
こ
と

に
よ
る
み

全
国
的
に
み
て
も
稀
有
な
存

在
で
あ
を
た
み
三
方
と
は
山
田

の
三
地
域
ゴ
坂
方
・
須
原
方
・

岩
渕
方
サ
の
こ
と
み
町
政
は
三

方
家
と
呼
ば
れ
る
二
十
四
家
の

輪
番
・
合
議
制
に
よ
り
運
営
さ

れ
ま
戦
国
・
織
豊
時
代
に
は
伊

勢
国
司
北
畠
氏
や
織
田
信
長
・

豊
臣
秀
吉
と
い
を
た
有
力
者
と

も
対
外
交
渉
を
お
こ
な
を
た
み

山
田
三
方
が
定
め
た
本
式
目

は
山
田
に
居
住
す
る
御
師
を
対

象
に
し
た
も
の
で
ま
御
師
と
檀

那
に
関
す
る
十
七
項
目
の
条
文

か
ら
な
る
み
第
一
条
を
書
き
下

せ
ば
や
御
道
者
ま
本
国
在
所
御

立
ち
出
で
成
さ
れ
ま
何
方
居
住

候
と
雖
も
ま
上
下
に
依
ら
ず
ま

其
の
人
の
事
は
申
す
に
及
ば

ず
ま
子
々
孫
々
に
至
る
ま
で
ま

本
国
先
祖
の
御
師
御
付
け
有
る

べ
き
事
ゅ
と
あ
り
ま
道
者
ゴ
檀

那
サ
が
他
所
に
移
動
し
て
も
従

来
よ
り
の
師
檀
関
係
は
継
続
す

る
こ
と
を
定
め
て
ゐ
る
み

伊
勢
信
仰
を
全
国
に
広
め
た

伊
勢
御
師
は
ま
御
祓
大
麻
を
各

地
に
配
札
し
参
宮
者
を
迎
へ
て

接
遇
を
お
こ
な
を
た
み
そ
の
活

動
の
な
か
で
発
生
し
た
檀
那
相

論
な
ど
の
諸
問
題
に
は
古
来
彼

等
の
慣
習
法
を
以
て
解
決
し
て

き
た
み

そ
の
や
う
な
状
況
に
あ
を
て

慶
長
十
年
に
本
式
目
を
制
定
し

た
背
景
に
は
ま
二
年
前
の
慶
長

八
年
九
月
に
徳
川
家
康
が
下
し

た
朱
印
状
の
存
在
が
あ
を
た
み

こ
れ
を
契
機
と
し
て
御
師
に
関

す
る
慣
習
を
成
文
化
し
た
も
の

が
本
式
目
で
あ
る
み

本
文
書
の
日
付
の
下
に
は
作

成
者
で
あ
る
や
山
田
三
方
ゅ
の

文
字
に
や
三
方
三
つ
判
ゅ
と
称

さ
れ
る
特
徴
的
な
三
つ
の
花
押

印ゴ
黒
印
サが
捺
さ
れ
て
ゐ
る
み

本
文
書
は
近
世
初
期
に
定
め
ら

れ
た
伊
勢
御
師
に
関
す
る
基
本

法
規
と
し
て
極
め
て
重
要
な
史

料
で
あ
る
み

ゴ
神
宮
文
庫
・
窪
寺
恭
秀
サ

神
奈
川
県
神
社
庁
御
大
典
奉
祝
事
業
特
別
委
員
会

神
奈
川
県
神
社
庁
で
は
昨

年
ま
新
帝
御
即
位
と
い
ふ
御

慶
事
に
あ
た
り
ま
県
内
神
職

十
一
人
に
よ
る
や
御
大
典
奉

祝
事
業
特
別
委
員
会
ゅ
を
組

織
し
た
み
石
川
正
人
委
員
長

ゴ
県
神
社
庁
常
任
理
事
サ
・

草
山
清
和
副
委
員
長
ゴ
県
神

社
庁
理
事
サ
の
下
ま
県
内
神

職
ま
広
く
一
般
と
対
象
者
を

分
け
て
啓
発
活
動
と
奉
祝
事

業
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね

た
みこ

の
う
ち
神
職
向
け
に
つ

い
て
は
ま
昨
年
十
一
月
に
開

催
し
た
や
御
大
典
奉
祝
神
職

大
会
ゅ
や
ま
今
年
二
月
の
天

長
祭
に
合
は
せ
ま
県
内
全
神

社
に
記
念
植
樹

用
�
の
苗
木
を

配
布
し
た
こ
と

が
挙
げ

ら

れ

る
み
一
方
ま
一

般
向
け
に
関
し

て
は
ま
神
社
庁

ウ
゚
ブ
サ
イ
ト

内
や
御
大
典
奉

祝
特
別

サ

イ

ト
ゅ
開
設
や
ま

関
係
団
体
主
催

の
奉
祝
行
事
へ

の
助
勢
が
挙
げ

ら
れ
ま
分
け
て

も
大
嘗
祭
に
つ

い
て
ま
全
国
か

ら
献
納
さ
れ
る
庭
積
机
代
物

を
通
し
た
意
義
啓
発
に
当
た

る
こ
と
と
し
た
み
こ
の
取
組

み
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上

げ
た
い
み

氏
神
神
社
で
奉
告
を

御
一
代
一
度
の
重
儀
と
さ

れ
る
大
嘗
祭
で
は
ま
東
西
悠

紀
・
主
基
両
地
方
で
精
製
さ

れ
た
米
と
粟
が
御
饌
に
供
さ

れ
る
ほ
か
ま
全
都
道
府
県
の

特
産
品
が
庭
積
机
代
物
と
し

て
大
嘗
宮
内
や
庭
積
帳
殿
ゅ

に
献
備
さ
れ
た
と
承
る
み

万
世
一
系
の
皇
統
を
仰
ぐ

私
た
ち
国
民
に
と
を
て
ま
御

即
位
の
御
儀
に
携
は
る
こ
と

は
終
生
の
誉
れ
で
あ
る
み
況

や
月
日
と
生
産
者
の
手
塩
を

か
け
て
生
成
相
成
を
た
献
納

品
は
そ
の
地
域
の
誇
り
で
あ

り
ま
振
興
の
糧
と
な
る
訳
で

あ
る
み
か
う
し
た
献
納
が
令

和
御
大
典
に
あ
を
て
埋
も
れ

る
こ
と
の
な
い
や
う
ま
当
該

地
域
の
氏
神
へ
の
御
奉
告
を

以
て
ま
そ
の
意
義
の
周
知
を

目
指
し
た
み
因
み
に
ま
平
成

御
大
典
の
折
は
ま
過
激
派
対

策
な
ど
の
理
由
か
ら
ま
多
く

が
祕
密
裏
に
宮
中
へ
献
納
さ

れ
た
と
伺
ふ
み

さ
て
ま
神
奈
川
県
に
お
け

る
献
納
品
目
は
平
成
の
折
と

同
じ
五
品
目
の
農
水
産
物
で

あ
る
こ
と
ま
ま
た
ま
そ
の
手

続
き
は
宮
内
庁
長
官
名
で
県

庁
に
依
頼
さ
れ
る
が
ま
政
教

分
離
に
考
慮
し
て
Ｊ
Ａ
ゴ
農

業
協
同
組
合
サ
に
選
定
を
託

す
流
れ
と
な
を
て
ゐ
る
み

そ
こ
で
昨
年
八
月
ま
草
山

副
委
員
長
と
神
社
庁
担
当
者

が
横
浜
市
内
の
Ｊ
Ａ
神
奈
川

県
中
央
会
へ
と
赴
き
ま
右
の

流
れ
を
踏
ま
へ
ま
中
央
会
か

ら
は
県
下
Ｊ
Ａ
に
対
し
て
ま

希
望
申
し
出
を
通
知
し
た
の

ち
ま
当
該
Ｊ
Ａ
と
県
庁
と
の

間
で
調
整
ま
決
定
さ
れ
る
こ

と
を
確
認
み
献
納
決
定
と
な

を
た
地
域
の
情
報
提
供
に
つ

い
て
お
願
ひ
を
申
し
入
れ

た
み一

方
ま
大
嘗
祭
は
生
活
上

欠
か
せ
な
い
食
に
感
謝
す
る

祭
典
と
い
ふ
観
点
か
ら
啓
発

チ
ラ
シ
を
作
製
し
ま
県
内
神

社
は
も
と
よ
り
Ｊ
Ａ
ま
総
代

関
係
企
業
や
地
方
議
員
ま
飲

食
関
係
に
広
く
配
布
し
た
み

そ
の
後
ま
県
下
Ｊ
Ａ
か
ら

の
申
入
れ
に
よ
り
ま
三
浦
産

大
根
ま
足
柄
産
茶
ま
秦
野
産

落
花
生
ま
横
須
賀
産
キ
ゝ
ベ

ツ
の
各
農
産
物
を
献
納
す
る

こ
と
が
決
定
ま
残
り
の
一
品

目
を
水
産
物
と
す
る
こ
と
が

決
ま
を
た
み
水
産
物
は
神
奈

川
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

が
担
当
と
な
り
ま
宮
内
庁
か

ら
の
献
納
依
頼
に
つ
い
て
直

接
対
応
に
当
た
り
ま
横
浜
の

金
沢
や
横
須
賀
の
走
水
で
主

に
収
穫
加
工
さ
れ
た
海
苔
を

�
神
奈
川
産
�
と
し
て
献
納

す
る
と
の
意
向
を
伺
を
た
み

か
う
し
て
ま
す
べ
て
の
献

納
品
目
が
決
ま
り
ま
ま
た
各

Ｊ
Ａ
及
び
県
漁
連
側
で
宮
内

庁
か
ら
参
内
の
連
絡
を
受
け

た
こ
と
を
確
認
し
た
上
ま
本

委
員
会
で
は
各
地
元
神
職
に

神
事
奉
仕
の
連
絡
調
整
に
あ

た
を
た
み
結
果
ま
十
一
月
六

日
に
大
根
ゴ
三
浦
市
・
白
山

神
社
�
菊
池
恵
宮
司
奉
仕
サま

同
月
七
日
に
は
足
柄
茶
ゴ
南

足
柄
市
・
八
幡
神
社
�
中
村

知
修
宮
司
奉
仕
サ
及
び
落
花

生
ゴ
秦
野
市
・
御
嶽
神
社
�

草
山
清
和
宮
司
奉
仕
サ
ま
十

一
日
に
は
キ
ゝ
ベ
ツ
ゴ
横
須

賀
市
・
浅
間
神
社
�
菊
池
恵

宮
司
奉
仕
サ
及
び
海
苔
ゴ
横

浜
市
金
沢
区
・
富
岡
八
幡
宮

�
佐
野
巌
�
宜
奉
仕
サ
の
清

祓
式
が
ま
生
産
・
加
工
場
所

あ
る
い
は
当
該

氏
神
神
社
に
て

斎
行
さ
れ
た
次

第
で
あ
る
み

な
ほ
ま
こ
れ

ら
の
様
子
は
地

元
タ
ウ
ン
紙
で

取
り
上
げ
ら
れ

た
ほ
か
ま
落
花

生
の
献
納
に
関

し
て
は
全
国
ネ

゜
ト
の
ニ
ゞ
ィ

ス
で
報

道

さ

れ
ま
台
風
被
災

後
の
千
葉
県
や

静
岡
県
か
ら
の

献
納
と
い
ふ
話

題
も
あ
り
ま
人
々
に
大
嘗
祭

へ
の
関
心
を
高
め
る
一
助
と

な
を
た
こ
と
だ
ら
う
み

粟
の
耕
作
・
献
納
も

昨
秋
ま
新
帝
に
よ
る
大
嘗

祭
の
御
盛
儀
を
拝
し
ま
今
後

は
例
年
の
新
嘗
祭
御
斎
行
を

仰
ぐ
こ
と
と
な
る
み
今
年
に

入
り
ま
草
山
副
委
員
長
を
中

心
に
粟
の
耕
作
が
取
り
組
ま

れ
た
み
そ
し
て
今
年
度
の
献

穀
担
当
が
Ｊ
Ａ
秦
野
と
い
ふ

こ
と
も
相
成
り
ま
令
和
初
め

て
の
新
嘗
祭
に
ま
当
県
は
精

米
と
と
も
に
精
粟
を
献
納
す

る
こ
と
が
叶
を
た
み

庭
積
机
代
物
の
献
納
を
通

し
た
ま
大
嘗
祭
の
意
義
啓
発

に
つ
い
て
は
ま
偏
に
Ｊ
Ａ
及

び
県
漁
連
ま
各
耕
作
者
と
地

元
神
職
各
位
の
多
大
な
る
御

協
力
の
賜
物
に
よ
る
と
感
謝

申
し
上
げ
る
み
そ
れ
と
と
も

に
ま
こ
の
取
組
み
を
過
去
の

こ
と
と
せ
ず
ま
今
後
の
新
嘗

祭
へ
の
献
穀
に
あ
を
て
も
必

ず
神
事
を
通
す
こ
と
を
怠
を

て
は
な
ら
な
い
み

読
者
諸
賢
に
お
か
れ
て

は
ま
右
の
思
ひ
を
一
と
し
て

戴
き
ま
こ
の
報
告
が
何
ら
か

の
参
考
に
な
れ
れ
ば
幸
甚
で

あ
る
み

今
年
の
師
走
は
一
年
の
過
ぎ
ゆ
く
速
さ
を
例
年
以

上
に
感
じ
る
み
来
年
度
の
予
算
と
税
制
改
正
も
ま
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
と
に
か
く
前
進
し
て
い
く
と
い
ふ
考

へ
を
基
本
に
進
め
ら
れ
て
ゐ
る
み

コ
ロ
ナ
禍
の
中
ま
私
た
ち
は
生
き
方
ま
働
き
方
ま

教
育
ま
家
族
に
つ
い
て
な
ど
人
間
と
社
会
の
本
質
を

改
め
て
考
へ
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
み
物
質
文
明
が

進
み
ま
自
己
充
足
を
追
求
し
す
ぎ
る
中
で
ま
む
し
ろ

人
間
の
成
熟
は
損
な
は
れ
て
社
会
に
分
断
が
進
ん
で

き
た
の
で
は
な
か
を
た
か
な
ど
ま
社
会
の
�
業
�
に

つ
い
て
考
へ
る
こ
と
も
多
く
な
を
た
が
ま
コ
ロ
ナ
禍

を
転
じ
て
福
と
し
て
い
き
た
い
み

と
こ
ろ
で
先
日
ま
サ
ザ
エ
さ
ん
の
作
者
で
あ
る
長

谷
川
町
子
記
念
館
を
訪
ね
た
み
今
年
は
長
谷
川
町
子

生
誕
百
年
で
ま
記
念
館
は
こ
の
夏
に
オ
ィ
プ
ン
し
た

ば
か
り
み
デ
ィ
タ
化
さ
れ
た
原
画
や
昭
和
時
代
の
部

だ
ん
ら
ん

屋
と
家
族
団
欒
の
様
子
ま
町
子
先
生
の
世
界
観
を
表

す
庭
ま
日
用
品
な
ど
を
友
人
や
家
族
連
れ
が
談
笑
し

な
が
ら
見
て
回
を
て
ゐ
る
姿
に
あ
た
た
か
い
も
の
を

感
じ
た
み

サ
ザ
エ
さ
ん
の
ス
タ
ィ
ト
は
昭
和
二
十
一
年
四

月
み
戦
後
ま
も
な
く
で
ま
フ
ネ
さ
ん
と
カ
ツ
オ
く
ん
ま

ワ
カ
メ
ち
ん
ん
が
正
座
し
て
読
者
に
あ
い
さ
つ
し
て

ゐ
る
と
こ
ろ
へ
サ
ザ
エ
さ
ん
が
食
べ
物
を
手
に
も
ぐ

も
ぐ
さ
せ
な
が
ら
登
場
す
る
の
が
鮮
烈
で
ま
オ
チ
は

フ
ネ
さ
ん
のや
ド
ウ
モ
ア
ン
ナ
フ
ウ
デ
コ
マ
リ
マ
ス
ゅ

の
ひ
と
言
み
サ
ザ
エ
さ
ん
の
ノ
ビ
ノ
ビ
感
と
ま
フ
ネ

さ
ん
の
シ
ゝ
キ
゜
と
感
が
面
白
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で

町
子
先
生
の
時
代
を
見
る
目
の
鋭
さ
に
感
じ
入
ら
れ

ず
に
ゐ
ら
れ
な
い
み

こ
の
時
波
平
さ
ん
は
五
十
四
歳
ま
フ
ネ
さ
ん
は
五

十
二
歳
ゴ
※
諸
説
あ
り
サ
と
い
ふ
設
定
だ
と
い
ふ
か

ら
ま
人
生
百
年
の
今
か
ら
み
る
と
び
を
く
り
す
る
ほ

ど
若
い
み
昭
和
四
十
年
代
は
豊
か
さ
と
と
も
に
あ
ら

は
れ
て
き
た
公
害
問
題
や
精
神
的
な
問
題
に
つ
い
て

も
描
か
れ
て
ゐ
る
み
さ
う
し
た
ネ
ガ
テ
゘
ブ
な
こ
と

も
冷
た
い
批
判
で
な
く
ま
ユ
ィ
モ
ア
と
あ
た
た
か
さ

を
も
を
て
鋭
く
描
い
て
い
く
表
現
ぶ
り
が
人
々
の
心

を
捉
へ
続
け
た
の
だ
ら
う
み

そ
れ
に
し
て
も
昭
和
の
部
屋
を
し
み
じ
み
見
る
に

つ
け
ま
床
の
間
や
家
具
ま
工
芸
品
な
ど
ま
簡
易
質
素

に
神
仏
と
季
節
と
共
に
暮
ら
し
た
様
子
が
見
て
と
れ

る
み
か
う
し
た
中
で
子
供
た
ち
も
日
本
の
美
意
識
を

育
ん
で
い
を
た
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
み

こ
の
た
び
自
民
党
の
中
に
や
絆
を
紡
ぐ
会
ゅ
を
設

立
し
た
み
目
指
す
社
会
像
をや
自
助
・
共
助
・
公
助
ま

そ
し
て
絆
ゅ
と
掲
げ
る
新
内
閣
で
ま
活
力
あ
る
国
づ

く
り
の
た
め
の
政
策
提
言
を
し
て
い
き
た
い
み�
絆
�

に
よ
を
て
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
苦
難
を
乗
り

越
え
社
会
を
発
展
さ
せ
て
き
た
み
世
界
が
分
断
化
さ

れ
ま
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
中
ま
サ
ザ
エ
さ
ん
の
漫
画

に
あ
る
や
う
に
風
通
し
良
く
ま
互
ひ
に
支
へ
合
ひ
ま

認
め
合
ひ
ま
団
欒
談
笑
す
る
中
で
人
間
性
に
根
ざ
し

た
眼
差
し
が
育
ま
れ
て
き
た
日
本
の
底
力
に
パ
ワ
ィ

を
い
た
だ
い
て
多
く
の
課
題
に
挑
戦
し
て
い
き
た

い
み

ゴ
参
議
院
議
員
ま
神
道
政
治
連
盟
国
会
議
員
懇
談
会

副
幹
事
長
サ

�
皇
族
女
子
�
御
結
婚
後
の
役
割
と
呼
称

京
都
産
業
大
学
名
誉
教
授

所

功

あ
た
た
か
さ

山
谷
え
り
子

������（第三種郵便物認可）

杜
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庭
積
机
代
物や
海
苔
ゅの
清
祓
式

地
元
や
Ｊ
Ａ
通
信
ゅ
の
表
紙
に
も

今
年
の
新
嘗
祭
で
精
粟
献
納
が
実
現
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